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⽬ 次 
◆教員志望の学⽣有志による、⽇野市⺠スポーツ・レクリエーションフェスティ
バル「『はりきり体育ノ介』体育教室」への参加協⼒（10/10） 

⽇野市⺠スポーツ・レクリエーションフェスティバル内で開催された、「NHK『はり
きり体育ノ介』体育教室」に、教育学部の学⽣ 4 名がスタッフとして参加しました。 

実施種⽬は鉄棒の“さかあがり”。逆上がりの“できるポイント”を紹介し、実際に⼦ど
もたちに挑戦してもらいました。 

『はりきり体育ノ介（NHK for School）』とは、体育の苦⼿を克服し、“できる”よう
にすることを⽬的とした NHK・E テレの番組で、実際の教育現場でも教材として活⽤
されています。今回のイベントでは、教員を⽬指す学⽣に NHK for School を活⽤した
指導モデルの⼀助としてご提案を受け、連携が実現しました。 

学⽣たちは、“体育ノ介”と”博⼠“の指導をもとに、出来る楽しさと体育の楽しさを体
験してもらえるように、⼦どもたちの“さかあがり“挑戦を補助しました。 

1 近隣⾃治体での地域貢献活動 

NHK「はりきり体育ノ介」キャラクターと、 
本学教育学部学⽣ 

イベント終了後の NHK 制作チームとの反省会では、『はりきり体育ノ介』のプロデューサーや博⼠役の⽅から、番組の⽴
ち上げの背景や、どういう意図で作成し、どのように今後の教育現場で活⽤していってほしいのかなどのお話を受け、学⽣た
ちとざっくばらんな意⾒交換が⾏われました。学⽣たちからは、「運動を教える上でとても参考になった」「実際に指導する
ことの⼤変さを知った」「実際に教育実習で『はりきり体育ノ介』を使⽤した」などの声が上がっていました。 

会場︓⽇野市 市⺠の森スポーツ公園
陸上競技場 

「NHK『はりきり体育ノ介』体育教室」 
さかあがりに挑戦だ！ 



 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆デザイン学部「⽴川活性化プロジェクト 2022」を展開中！👉 https://kenkyu.hino.meisei-u.ac.jp/k5-2022/ 

デザイン学部では 3 年⽣必修科⽬「企画表現 5」において、地域の課題を解
決するデザインに取り組んでいます。2022 年度は⽴川市と協働しました。 

JR ⽴川駅に掲出された横断幕や、⽴川の魅⼒発信動画４件、新しく建設さ
れたクリーンセンターのロゴマークなどをデザインしました。 

動画は現在 YouTube「⽴川市動画チャンネル」にてご覧いただけます。 
https://www.youtube.com/@TokyoTachikawa → 
この取り組みは、J:COM ニュース番組「ジモト応援！ 

つながるニュース」でも取り上げられました。 

👈愛称ロゴ︓クリーンセンターたちむにぃの施設

サイン、施設案内パンフレット、燃やせるごみ袋

等に活⽤が進められています。 

⽇野市⾼幡不動尊近辺の指定スポットを回りながら、学⽣ VTuber
藍沢ゆうきさんが出題するクイズに答えてスタンプを集めると、記念
グッズがもらえる企画を、経営学部⽚野ゼミが、⾼幡不動商店街と協
働し、実施しました。 
 VTuber モデルのデザイン・モデリングと動画制作、スタンプラリ
ーの設計から運営まで、すべて⽚野ゼミの学⽣が担当。このイベント
を通して商店街のにぎわい創出を⽀援し、VTuber が街のアンバサダ
ーとして活動することを期待して実施しました。 

◆⾼幡不動商店街とコラボしたデジタルスタンプラリーを開催（10/17~10/30） 

担当講師 講座名 副題 開始⽉ 回数 

⾦澤 修 ラテン語を始めてみよう Ⅰ 楽しく学ぶラテン語初歩の初歩 4 ⽉ 10 回 

⾦澤 修 ラテン語を始めてみよう Ⅲ 楽しく学ぶラテン語初歩の初歩 4 ⽉ 10 回 

⾦澤 修 古典ギリシア語を始めてみよう Ⅰ 楽しく学ぶ古典ギリシア語初歩の初歩 4 ⽉ 10 回 

杉本 公⼦ はじめての中国語 発⾳と⾔葉に触れてみませんか 4 ⽉ 10 回 

J.モラレス 
「サバイバルスペイン語」で 
ラテンアメリカ⽂化を学ぼう 

ラテンアメリカの 
⽂化・社会・⾳楽に触れてみよう 

4 ⽉ 10 回 

⾦⼦ 祥之 『平家物語』の世界を読む 第 5 期 盛者必衰の向こう側へ 4 ⽉ 10 回 

⼭本 陽⼦ 仏像を⾒分けて知ろう（再） それぞれの仏像の姿からその由来と性格を知ろう 7 ⽉ 公開講座 

令和 5 年度前期には、明星⼤学から⽉別講座６、公開講座１、合わせて７講座を提供しています。 
18 歳以上の⽅なら誰でも学ぶことができます（学校教育法に定める⼤学ではありません）。  

詳しくは、「いちょう塾」にてご確認ください→ 

◆⼋王⼦学園都市⼤学「いちょう塾令和 5 年度前期講座」へ７講座を提供 

◆⽇野市「ひの市⺠⼤学」へ理⼯学部櫻井達也准教授が講座を提供します（3/18） 

⽇野市近隣の 5 つの⼤学が提供する講座で実施される「ひの市⺠⼤学：⼤学連携コース」。 
明星⼤学は、第 5 回（3/18）に、理⼯学部櫻井達也准教授による「地球環境講座」を提供します。 
会場は「平⼭交流センター」（最寄り駅：京王線平⼭城址公園駅）です。詳しくは市の HP にてご確認ください。 

2 市⺠講座の提供 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 勤労奨学⽣レポート 

明星⼤学には、学⽣に有効な経済⽀援を⾏うために、本学の理念である「体験教育」や「実践躬⾏」を具現化した、学内の
実務体験を伴う返還義務のない給付型の「勤労奨学⾦」制度があります。勤労奨学⽣（勤労⽣）には、⼤学内でのインターン
シップを通じて、社会⼈としての意識や実務経験を学んでもらうことを⽬的としています。 

ここでは、2022 年 10 ⽉末で学⽣サポートチームの勤労奨学⽣を修了した 4 名の感想を紹介しています。 

教育学部 品川七海 
 

みなさんは勤労奨学⽣って知っていますか︖ 
そうです。明星 T シャツやネックストラップの名
札を付けて各部署で実務体験をして奨学⾦をいた
だいている学⽣のことです。きっと知ってくれて
いるはず︕  

ここでは同期 3 ⼈がきっと素敵なことを書いて
くれていると思うので私からは１つだけ。 

私を勤労奨学⽣にしてくださりありがとうござ
いました。⼤切な仲間と⾃分の可能性を信じて任
せてくれる職員の皆様が⼤好きです。 

教育学部 渕脇杏実 
 

⼊学する前から憧れを持っていた勤労奨学⽣と
して、1 年⽣の 11 ⽉から今まで様々な経験をさせ
ていただきました。同じ部署で働いた学⽣や、関
わらせていただいた職員さんのおかげで、とても
充実していた勤労⽣⽣活でした。 

⼤学内でのお仕事だけではなく、⾼校⽣向けに
ボランティア講座をさせていただいたのが思い出
に残っています。そして、これから社会⼈になる
上で⼤切なことをたくさん学ばせていただきまし
た。充実した時間をありがとうございました。 

教育学部 本橋清花 
 

私は勤労⽣になって、かけがえのない仲間に出
会いました。勤労⽣として、互いに意⾒出し合っ
て企画したり、⾏事を運営したり、様々な業務を
⾏ってきました。 

その中で、何かを成功させたり、達成したりす
ることの喜びややりがい、楽しさを感じることが
でき、それを共有できる仲間がいることはとても
幸せなことであり、勤労⽣になって良かったと⼼
から思っています。これからもこの仲間を⼤切に
していきたいです。 

教育学部 萩原沙椰 
 

私は、勤労奨学⽣になって多くの経験をさせて
いただきました。⼤学の取り組みを知ることで、
この⼤学がもっと好きになりました。３年⽣から
始めたこともあり不安でしたが、楽しくやりがい
のある業務は、充実した時間になりました。 

今では終わってしまうことが寂しく、もっと早
く勤労⽣になっていればと思うことがあります。 

勤労を通して、⼤切な仲間とも出会えました。
私は、勤労奨学⽣として働けたことに感謝してい
ます。 

皆さん、勤労⽣としてお仕事をしてくれて、
本当にありがとう！ 

コロナ禍で様々なことが制約され、⾝動きが
取れない中、皆さんのアイデアで、動画配信や
新しい企画が実現でき、どれも完成度や評判が
⾼くて、とても誇らしかったです。 

そして何よりも皆さんが明るく仲良く元気に
過ごしてくれたおかげで、私たち職員全員が同
じ空気に包まれて元気をもらいました。新たな
ステージに⽴っても、皆さんならきっと上⼿く
乗り切れます。 

ずっとずっと応援していますよ！ 
学⽣サポートチーム ⼀同 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発⾏ ：明星⼤学事務局 地域交流センター 
住所 ：191-8506 
    東京都⽇野市程久保 2-1-１  

電話 : 042-591-5111（内 7160） 
 042-591-9445（直通） 

FAX : 042-591-6261 
Email : gad-tkc@ml.meisei-u.ac.jp 

4 学友会活動紹介 

⾳楽ボランティアサークル Freedom music が、みんなで⾳楽を楽しむ
プロジェクト「みんなで SDGｓ」を⽇野市イオンモール多摩平の森にて
開催。ご来場の皆さまに⼿作り楽器を作ってもらい、⼀緒に演奏を楽し
んだり、ダンスや「にじ」を⼿話で歌ったりなど、楽しみながら SDGｓ
を体験して頂きました。 

このイベントは、⽇野市⺠活動⽀援補助⾦「若者チャレンジ！部⾨」
での事業案採択によるものです。 

「2022 年プロ野球ドラフト会議」において、硬式野球部の松井颯選⼿が
読売ジャイアンツから育成１位で指名を受けました。また、本学出⾝の宮内
春輝投⼿（現：⽇本製紙⽯巻所属）は、北海道⽇本ハムファイターズから⽀
配下枠 6 位で指名されました。 

更に、「第 4 回 WBSC U-23 ワールドカップ」では、優勝を果たした侍
ジャパン U-23 代表で、昨年 3 ⽉に本学を卒業した権⽥琉成投⼿（TDK）が
最優秀選⼿・ベストナイン（救援投⼿）に選ばれました。 

どうぞ今後とも、明星⼤学硬式野球部の活躍にご期待ください。 

第 43 回いちょう祭りにて⾏われた「⼦ども⾃転
⾞（補助輪外し）教室」に、⾃転⾞競技部の学⽣
が協⼒しました。⼦どもが 1 ⼈で⾃転⾞に乗れる
ようになるための実技教室で、当⽇は 30 名ほどの
⼦どもたちが参加。1 ⽇で補助なし⾃転⾞に乗れる
ようになった⼦どももいました。 

◆[⾳楽ボランティアサークル Freedom music] SDGｓイベントを開催しました（10/9） 

◆[硬式野球部] 松井颯選⼿が、読売ジャイアンツから育成１位で指名されました（10/20） 

◆[⾃転⾞競技部] ⼋王⼦市「第 43 回いちょう祭り」の交通安全イベントに協⼒（11/19） 

◆[剣道部] 第 70 回全⽇本学⽣剣道優勝⼤会に出場しました（10/30） 

全国 8 ブロックから代表 64 校による、学⽣剣道⽇本⼀を競う第 70 回全⽇
本学⽣剣道優勝⼤会(10/30)。本学剣道部男⼦は 3 回戦ベスト 16 に勝ち進
み、ベスト 8 をかけて別府⼤学と対戦しましたが、惜しくも敗退しました。 

⼥⼦では、個⼈戦の学⽣⽇本⼀を決める第 56 回全⽇本⼥⼦学⽣剣道選⼿
権(7/2)に、本学剣道部・⻘⼾望 4 段が出場し、3 回戦に本⼤会で優勝した⽔
川晴奈 3 段（法政⼤学）と対戦、善戦したものの惜敗しました。 

また、第 23 回関東⼥⼦学⽣剣道新⼈戦（団体戦・11/26）⼤会においては
ベスト 8 へ勝ち進み、敢闘賞を獲得するなど、男⼥ともに活躍しています。 

これからも応援よろしくお願いいたします。 

学⽣たちには、⼦どもたちと⾃転⾞に乗れた喜びを共有する、貴重な体験となりました。 


